
医療的ケア児等支援研修
「学校における医療的ケア児の受入・支援について」

令和８年１月１９日（月）
加須市教育委員会学校教育課

加須市の
医療的ケア児への支援について



本日の内容1 はじめに

•はじめに

•学級活動(1)

•学級活動(2)(3)

４
おわりに（成果と課題）

はじめに（本市の現状）

医療的ケア児の受入準備について

１

２

３
おわりに（まとめにかえて）医療的ケア児の受入後の対応について



加須市について1 はじめに

１

２

３

埼玉県の北東部
群馬県、栃木県、茨城県に
隣接

人口 111,828人
（令和７年１２月１日現在）

市立幼稚園・・・ ８園
市立小学校・・・２２校
市立中学校・・・ ８校



加須市の現状（特別支援学級）1 はじめに

１

２

３

市立小中学校全校に
特別支援学級を設置

小 ５８学級２７８名
中 ２８学級１４２名

難聴学級
弱視学級
身体虚弱学級



加須市の現状（通級指導）1 はじめに

１

２

３ 発達・情緒･･･小４３名
中２６名

小学校 ３校３教室
中学校 １校１教室

難聴・言語･･･９７名
小学校 ３校４教室
中学校 設置なし



加須市の現状1 はじめに

１

２

医療的ケア児への支援

特別支援学級の設置数と在籍者数

小学校 ５４学級２５０名
中学校 ２６学級１４０名

令和７年度

小学校 ５８学級２７８名
中学校 ２８学級１４２名

増加傾向

令和６年度

中学校２校で開始

・看護師の任用
・訪問看護ステーション
から看護師の派遣



加須市の現状1 はじめに

１

２

３

障がいのあるこどもと障がい
のないこどもが可能な限り同じ場
で共に学ぶことを追求するととも
に、障がいのあるこどもの自立と
社会参加を見据え、一人一人の教
育的ニーズに最も的確に応える
指導を提供できるようにする。

就学相談の基本的な考え方



相談機関等２ 受入準備

○医療的ケア児支援センター たいよう

○市の関係課（障がい者福祉課、財政課等）

○支所の福祉担当

○東部教育事務所担当指導主事

○県教育局特別支援教育課担当指導主事

○受入事例のある他市の指導主事



関係者での話合い①２ 受入準備

令和６年９月 教育センターにて関係者との話合い

保護者の思いを受け止める

参加者 保護者（両親）
医療的ケア児支援センターたいよう 職員
北埼玉障害者基幹相談支援センター 職員
北埼玉障害者生活支援センター 職員
支所の福祉担当職員
在籍校の校長
両親が相談している機関の方（訪問看護ステーション等）
市教委担当指導主事



関係者での話合い②２ 受入準備

令和６年１２月 入学予定の中学校で関係者との話合い

参加者 保護者（両親）
医療的ケア児支援センターたいよう 職員
北埼玉障害者基幹相談支援センター 職員
北埼玉障害者生活支援センター 職員
支所の福祉担当職員
在籍校、入学予定校の校長
両親が相談している機関の方
市教委担当指導主事

それぞれの役割について確認



関係課への説明２ 受入準備

医療的ケア児についての資料
を作成し、関係課に対して、支
援の必要性について説明説明資料



要綱の作成２ 受入準備

・県のガイドライン
・他市の要綱 等
を参考に作成



要綱の周知２ 受入準備

校長会で説明

通知文を作成し、市立
小・中学校に配布



看護師の確保２ 受入準備

○市のホームページで募集

○市の関係課に照会

○医師会に照会

○職員の知り合い等

○市の会計年度任用職員に登録している方で

看護師の資格を所有している人に電話連絡



A中学校（導尿、訪問看護）３ 受入後の対応

○年度当初の打合せ

【参加者】
・在籍校管理職、特別支援教育コーディネーター
・訪問看護ステーション所長
・保護者
・市教委担当指導主事

【主な内容】
・看護師が来校する時間とケアの内容
・看護師が来校した際の対応とケアの場所
・緊急時の対応
・校外行事の際の対応
・学校、保護者、訪問看護ステーションの情報共有の方法
・ケアに必要な道具の保管場所



A中学校（導尿、訪問看護）３ 受入後の対応

○支援を開始するにあたって

・ケアの仕方等について看護師と共通理解
・本人と看護師の関係性の構築

保護者に協力を依頼

本人が慣れるまでは、保護者も一緒にケアに入ってもらった
（４月中）
５月から看護師単独でのケアがスタート



A中学校（導尿、訪問看護）３ 受入後の対応

○支援の実際

・看護師が１２時頃に来校
・看護師が本人を教室まで迎えに行く
・看護師は連絡ノートを確認する
・本人とともにトイレに行ってケアをする
（１５分程度）
・看護師が本人を教室まで送る
・看護師は必要に応じて連絡ノートに
その日の様子を記入する



B中学校（心臓病、准看護師の配置）３ 受入後の対応

○年度当初の打合せ

【参加者】
・在籍校管理職、特別支援教育コーディネーター
・准看護師
・保護者
・市教委担当指導主事

【主な内容】
・医療的ケアの内容と日常的な支援
・准看護師が勤務する時間帯
・緊急時の対応
⇒何かあった時は、保護者がすぐに駆け付ける
・准看護師が不在になる際の対応



○支援を開始するにあたって

・本人に必要な環境の整備
【身体・虚弱学級】
室温を２３度に設定
教室内にベッドを配置

【校内】
移動の際の支援

しばらく学校生活を送った上で、本人の困り感をもとに学校と保護者で
話し合いをもち、支援が必要な場合は対応を検討する

B中学校（心臓病、准看護師の配置）３ 受入後の対応



○支援の実際

・准看護師が本人の登校を出迎える
・朝の健康チェック
・酸素飽和濃度の測定
・酸素ボンベの交換
・移動等の支援

※ 生徒は月に１～２回程度美術部の活動に参加している
准看護師の勤務時間外となるため、保護者が来校している

B中学校（心臓病、准看護師の配置）３ 受入後の対応



成果と課題４ おわりに

・本人が安心して学校生活を送ることができている
・保護者の安心感をもつとともに、負担感の軽減に
つながった

【成果】

【課題】

・看護師の確保
・ケアの内容に応じた看護師の配置
・教職員の研修
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